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日
米
同
窓
会
事
情

私
は
今
年
七
月
下
旬
か
ら
人
月
上
旬
に
か
け

て
約
十
日
間
、
米
国
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
州
に
旅
行

し
ま
し
た
。
目
的
の

一
つ
は
、
Ａ
Ｆ
Ｓ
で
留
学
し

た
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
市
立
高
等
学
校
の
卒
業
五
十

周
年
記
念
同
窓
会

（リ
ユ
ニ
オ
ン
）
に
出
席
す
る

た
め
で
、
も
う

一
つ
は
、
当
時
お
世
話
に
な
っ
た

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
訪
ね
る
た
め
で
し
た
。
同

窓
会

（リ
ユ
ニ
オ
ン
）
は
、
金
曜
　
土
曜
と
二
日

間
に
及
び
、
お
互
い
に
お
爺
さ
ん
お
婆
さ
ん
に

な

っ
た
同
窓
生
達
と
の
懐
か
し
く
も
積
も
り
積

も

っ
た
思

い
出
話
を
す
る
盛
大
で
大
変
楽
し
い

も
の
で
し
た
。
私
は
最
も
遠
方
か
ら
の
参
加
者
と

し
て
、
大
変
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
窓
生

達
と
母
校
を
訪
問
　
見
学
も
し
ま
し
た
。
私
達
は

母
校
へ
の
支
援
金
を
募
り
寄
付
も
行
い
ま
し
た
。

同
窓
生
達
の
話
で
は
、
各
校
と
も
Ｐ
Ｔ
Ａ

（保

護
者
達
）
や
同
窓
会

（卒
業
生
達
）
は
毎
年
寄

付
を
募
り
母
校
の
教
育
活
動
の
支
援
を
行

っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の

公
立
中
学
校
　
高
等
学
校
の
教
育
費

（教
師
の

同
奮

長

漬

田

豊

機

給
料
や
運
営
費
な
ど
）
は
各
校
学
生
数
に
比
例

し
た
額
を
州
政
府
が
負
担
し
て
お
り
、
各
地
区

行
政
府

（市
　
町
）
や
教
職
員
組
合
が
、
使
途

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
州
政
府
に
も
報
告
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
が
、　
一
方
各
校
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
同
窓

会
や
地
域
住
民
か
ら
寄
付
を
募
り
教
育
活
動
の

拡
充
を
図
る
自
由
も
与
え
ら
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
各
校
と
も
毎
年
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
の
開
催
に
は
注
力
し
て
お
り
、
卒

業
生
達
も
、
母
校
の
発
展
や
状
況
に
関
心
を
も
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
私
立
学
校
や
大
学
も

同
様
と
の
こ
と
で
、
自
由
競
争
と
自
立
を
尊
重

す
る
米
国
民
な
ら
で
は
の
反
応
と
思
わ
れ
、
各

校
関
係
者
が
自
分
達
の
誇
れ
る
学
校
で
あ
り
続

け
る
た
め
に
、
自
助
努
力
に
励
ん
で
い
る
様
子
が

覗
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
地
域
経
済
格
差
も
あ
り
、

学
校
格
差
や
学
生
の
意
識
格
差
も
発
生
し
て
い

る
訳
で
も
あ
り
ま
す
、
し
か
し
、
こ
れ
が
、
行
政

を
公
僕
と
考
え
、
行
政
府
に
頼
り
き
る
の
で
は
な

く
、
自
分
達
の
自
主
的
な
自
助
努
力
を
重
ん
じ
る

社
会
的
風
土
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
学
生
の
能
力
格

差
や
個
性
を
直
視
し
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
個
々

の
学
生
を
良
い
方
向
に
成
長
さ
せ
、
将
来
社
会
の

後
継
者
に
育
て
ら
れ
る
の
か
苦
慮
し
て
い
る
の

は
世
界
共
通
の
悩
み
の
よ
う
で
す
。

一
方
、
日
本
で
も
、
十
年
程
前
か
ら
国
立
大

学
の
大
学
法
人
化
が
進
み
、
私
立
大
学
と
同
様
、

旧
国
立
大
学
も
経
済
的
視
点
か
ら
経
営
の
合
理

化
が
進
め
ら
れ
、
学
生
の
保
護
者

（育
友
会
）
や

同
窓
会
、
ま
た
、
民
間
企
業
か
ら
の
寄
付
集
め
や

研
究
費

の
調
達
に
注
力
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き

て
お
り
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
や
同
窓
会
活
動

の
活
性
化
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
近
い
将

来
、
高
等
学
校
　
中
学
校
レ
ベ
ル
に
ま
で
そ
の
よ

う
な
や
り
方
が
広
が

っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
、
政
府

地
域
行
政

各
校
教
職
員
達
や
保
護
者
会
　
近
隣
住
民
　
同
窓

会
員
の

一
人

一
人
が
、
生
徒
の
成
長
の
た
め
に
何

が
大
切
で
必
要
な
こ
と
な
の
か
を
常
に
意
識
し
、

知
識
　
智
恵
を
深
め
て
い
く
こ
と
や
、
経
済
的
な

さ
ら
な
る
自
助
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
や
、
制
度

的
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
に
な
る
と
予

感
さ
れ
ま
す
。
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久
し
ぶ
り
の
七
学
級

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十

一
日
に
行
わ
れ
た

同
窓
会
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
、
過
去
の
二

回
と
は
違

い
、
桜
の
花
が
満
開
と
な
る
中
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
四
十
二
本
の
桜
の
樹
が
美
し

い
花
を

一
杯
に
咲
か
せ
、
同
窓
会
員
の
皆
様
の

来
校
を
喜
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

平

成

二
十

五

年

度

は
、

全

校

生

徒

数

六
百
七
十
九
名
、　
一
年
生
七
学
級
、
二
年
生
五

学
級
、
三
年
生
六
学
級
、
特
別
支
援
学
級

一
学

級
、
合
計
十
九
学
級
と
な
り
ま
し
た
。　
一
つ
の

学
年
が
七
学
級
に
な
る
の
は
十
五
年
ぶ
り
の
こ

と
で
す
。
前
年
度
と
比
べ
る
と
二
学
級
増
と
な

り
、
垂
水
区
で
は
最
も
規
模
の
大
き

い
学
校
と

な
り
ま
し
た
。

六
十
七
回
生
と
な
る

一
年
生
は
、
五
月
八
日
、

九
日
の

一
泊
二
日
、
六
甲
自
然
の
家
で
野
外
活

動
を
行

い
ま
し
た
。
入
学
後
僅
か

一
ヶ
月
が
経

過
し
た
ば
か
り
の
時
期
で
し
た
が
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
集
団
生
活
を

通
し
て
中
学
生
ら
し
く

一
回
り
大
き
く
成
長
す

学
校
長
　
阪
　
田

俊

晃

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
年
生
は
、
六
月
三
日
か
ら
七
日
の
五
日
間
、

ト
ラ
イ
や
る
　
ウ
ィ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

多
く
の
地
域
の
皆
様
方
に
お
世
話
に
な
り
、
学

校
で
は
体
験
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
様
々
な
活

動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
け
入
れ
先

の
高
齢
者
施
設
で
は
、
か
つ
て
本
校
に
勤
務
さ

れ
て
い
た
方
が
生
徒
に
校
歌
を
リ
ク
エ
ス
ト
さ

れ
、
そ
の
校
歌
の
歌
声
に
当
時
を
思
い
出
し
大

い
に
感
激
し
た
と
の
言
葉
を
伝
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
以
外
に
も
多
く
の
お
褒
め
の
言

葉
を

い
た
だ
き
、
全
校
朝
集
で
そ
れ
ら
の
こ
と

を
生
徒
に
紹
介
し
ま
し
た
。

三
年
生
は
、
五
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日

の
二
泊
三
日
、
鹿
児
島
県
で
修
学
旅
行
を
実
施

し
ま
し
た
。
桜
島
や
南
薩
摩
地
域
の
農
家
で
の

民
泊
と
農
業
体
験
、
知
覧
特
攻
平
和
記
念
館
で

の
平
和
学
習
な
ど
、
中
学
校
生
活
の
締
め
く
く

り
に
相
応
し
い
充
実
し
た
修
学
旅
行
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
現
地
の
方
々
か
ら
は
、
行

動
面
や
生
活
態
度
な
ど
大
変
高

い
評
価
を

い
た

だ
き
ま
し
た
。

部
活
動
に
お
い
て
も
、
本
年
度
の
入
部
率
は

約
九
十
六
％
と
な
り
、
運
動
部
　
文
化
部
と
も

に
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
運
動
部
は
区
総

体
や
市
総
体
　
県
大
会
等
を
目
指
し
て
日
々
練

習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
し
、
文
化
部
も
作
品
づ

く
り
や
研
究
、

コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
て
熱
心
な

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
の
教
育
活
動
を
通
し
て
い
つ
も
感
じ

る
の
は
、
同
窓
会
員
の
皆
様
の
母
校
を
思
う
熱

い
心
、
在
校
生
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
温
か
な

気
持
ち
で
す
．^
こ
れ
か
ら
、
卒
業
生
の
数
も
ま

す
ま
す
増
加
し
、
同
窓
会
組
織
も

一
層
規
模
が

大
き
く
な

っ
て
ま

い
り
ま
す
。
現
在
の
在
校
生

も
卒
業
後
は
、
同
窓
会

の
よ
き
伝
統
を
引
き
継

ぎ
、
さ
ら
に
立
派
な
同
窓
会
の
歴
史
を
築

い
て

い
く
担

い
手
と
な

っ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。今

後
の
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
会
員

の
皆
様
お

一
人
お

一
人
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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唯

一
無
二
の
同
窓
会

教
師
は
、
二
種
類
の
同
窓
会
を
経
験
し
ま
す
。

一
つ
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
自
身

の
同
窓
生
と
集

う
会
、
も
う

一
つ
は
教
え
子
た
ち
に
呼
ば
れ
て

参
加
す
る
同
窓
会
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
自
分
自

身
の
同
窓
会
に
は
、
数
年
前
ま
で
自
分
の
仕
事

の
忙
し
さ
に
か
ま
け
て
、
な
か
な
か
参
加
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
自
身
の
出
身
高

校
の
友
人
か
ら
、
半
ば
強
制
的
に
誘
わ
れ
て
五

年
ほ
ど
前
に
出
席
し
て
、
思

い
が
け
ず
同
窓
会

の
楽
し
さ
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
卒
業
以
来

三
十
年
ぶ
り
に
出
会

っ
た
級
友
た
ち
と
は
、
全

く
ブ
ラ
ン
ク
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
ま
さ
に
高

校
時
代
に
戻

っ
て
素
晴
ら
し
い
時
間
を
す
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
場
で
話
が
盛
り
上

が
り
、
毎
年
ク
ラ
ス
会
を
開
こ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
以
後
、
都
合
が
つ
く
限
り
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
同
窓
会
が
、
自

分
の
こ
と
を
わ
か

っ
て
く
れ
る
仲
間
と
、
心
を

開
い
て
話
が
で
き
る
場
で
あ
る
か
ら
だ
と
思

い

ま
す
。
何
の
利
害
関
係
も
な
く
、
身
近
す
ぎ
な

教

頭
　
一削
　
田

彦

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
生
時
代
の
自
分
を
よ

く
知

っ
て
く
れ
て
い
る
し
、
自
分
も
相
手
の
こ

と
を
よ
く
知

っ
て
い
る
。
そ
ん
な
程
よ
い
距
離

感
が
本
当
に
心
地
い
い
の
で
す
。

も
う

一
つ
の
同
窓
会
。
教
え
子
た
ち
に
呼
ば

れ
て
参
加
す
る
同
窓
会
。
こ
れ
も
最
近
に
な

っ

て
、
そ
の
よ
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
数
年
前
、

ま
だ
教
師
に
な
り
た
て
の
頃
の
卒
業
生
が
同
窓

会
を
開
い
て
く
れ
ま
し
た
。
す

っ
か
り
い
い
お

じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
に
な

っ
た
卒
業
生
た
ち
と

話
を
す
る
と
、
先
生
に
こ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
た

だ
の
、
こ
ん
な
こ
と
さ
れ
た
と

い
つ
た
当
時
の

エ
ピ

ソ
ー
ド
が
次
々
と
飛
び
出
し
、
恥
ず
か
し

さ
と
と
も
に
な
ん
と
も

い
え
な
い
懐
か
し
さ
が

こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
に
は
自
分

の
記
憶
か
ら
と
ん
で
し
ま

っ
て
い
る
事
柄
も
た

く
さ
ん
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
ん
な
自
分

の
様
々
な
言
動
が
、
当
時
の
子
ど
も
た
ち
の
心

に
、
こ
の
年
の
な
る
ま
で
し

っ
か
り
刻
ま
れ
て

い
る
こ
と
に
感
動
す
る
と
と
も
に
、
「教
師
と
し

て
の
言
葉

の
重
み
」
を
あ
ら
た
め
て
実
感
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
二
月
三
十

一
日
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
の
日
に
、
初
め
て
こ
こ
歌
敷
山
中
学
校
に

来
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
満
開
の
桜
と
吹
奏
楽

部
の
演
奏
に
迎
え
ら
れ
、
本
当
に
あ
た
た
か
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
正
門
を
入
っ

た
と
こ
ろ
の
池
や
中
庭
、
四
十
本
以
上
の
桜
と

ベ
ン
チ
、
心
の
学
習
環
境
と
し
て
、
素
晴
ら
し

い
学
校
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
校
の
よ

う
に
同
窓
会
活
動
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
い

る
学
校
は
、
私
が
知
る
限
り
ほ
か
に
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
き

つ
と
、
六
十
余
年
の
長

い

歴
史
に
培
わ
れ
て
き
た
伝
統

へ
の
誇
り
と
、
本

校
で
過
ご
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
学
校
生
活
で
の

記
憶
、
そ
れ
ら
か
ら
生
ま
れ
た
母
校

へ
の
深
い

愛
情
の
賜
物
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
う

い
っ
た
同
窓
生
の
母
校

へ
の
思
い
が

本
校
職
員
に
伝
わ
り
、
よ
き
伝
統
を
守
り
、
ま

す
ま
す
素
晴
ら
し
い
学
校

へ
発
展
さ
せ
よ
う
と

の
強
い
意
志
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
同
窓
会
と
と
も
に
母
校
に
誇
り

を
持

っ
た
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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〓

部
活
動

実
績

一
覧

平
成
二
十
四
年
十

一
月
か
ら
二
十
五
年
夏
の

大
会
ま
で
の
顕
著
な
成
績
を
紹
介
し
ま
す
。
同

窓
会
か
ら
は
祝
福
と
激
励
を
頂

い
て
お
り
、
心

よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

【水
泳
部
】

三
月
　
第
三
十

一
回
兵
庫
県
中
学
校
対
抗

水
泳
競
技
大
会

（男
子
）

四
〇
〇
ｍ
自
由
形

（女
子
）

四
〇
〇
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

神
戸
市
総
合
体
育
大
会

男
女
総
合

（男
子
）

男
子
総
合

二
〇
〇
ｍ
自
由
形

四
〇
〇
ｍ
自
由
形

一
五
〇
〇
ｍ
自
由
形

二
〇
〇

ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

四
〇
〇

ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

四
〇
〇

ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

四
〇
〇

ｍ
リ
レ
ー

（女
子
）

女
子
総
合

二
〇
〇

ｍ
背
泳
ぎ

二
〇
〇

ｍ
平
泳
ぎ

二
〇
〇

ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

四
〇
〇

ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

四
〇
〇

ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

四
〇
〇

ｍ
リ
レ
ー

第
五
位

第
三
位

第

一
位

第
二
位

第
五
位

第
五
位

第
六
位

第
四
位

第
四
位

第
四
位

第
五
位

兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

（男
子
）

男
子
総
合
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
位

二
〇
〇
ｍ
自
由
形
　
　
　
　
　
第
二
位

四
〇
〇
ｍ
自
由
形
　
　
　
　
　
第
二
位

一
五
〇
Ｏ
ｍ
自
由
形
　
　
　
　
第
人
位

四
〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

第
三
位

近
畿
大
会
出
場

四
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー
　
　
　
　
　
第
六
位

近
畿
大
会
出
場

（女
子
）

二
〇
〇
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
　
　
第
六
位

四
〇
〇
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
　
　
第
六
位

近
畿
中
学
校
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

（男
子
）

二
〇
〇
ｍ
自
由
形
　
　
　
　
　
第
七
位

四
〇
〇
ｍ
自
由
形
　
　
　
　
　
第
四
位

第
二
位

第
二
位

第
二
位

優
　
勝

第
二
位

第
二
位

第
三
位

全
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会

（男
子
）

二
〇
〇
ｍ
自
由
形
　
　
　
第

四
〇
〇
ｍ
自
由
形
　
　
　
　
第

【サ
ッ
カ
ー
部
】

五
月
　
第
十
九
回
全
日
本
ユ
ー
ス

（Ｕ
‐
１５
）

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
神
戸
市
予
選

第
三
位

兵
庫
県
大
会
出
場

七
月
　
神
戸
市
総
合
体
育
大
会

第
三
位

五
位

八
位
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【ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
】

五
月
　
第
五
十
五
回
神
戸
市
民
体
育
大
会

第
三
位

兵
庫
県
大
会
出
場

【卓
球
部
】

十

一
月
　
第
六
十
六
回
神
戸
市
中
学
校

卓
球
新
人
卓
球

男
子
団
体
　
　
　
　
　
　
　
　
第
六
位

【剣
道
部
】

十

一
月
　
神
戸
市
新
人
大
会

男
子
団
体
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
位

兵
庫
県
大
会
出
場

六
月
　
五
区
合
同
春
季
剣
道
大
会

女
子
団
体
　
　
　
　
　
　
　
第
三
位

女
子
個
人
　
　
　
　
　
　
　
第
二
位

七
月
　
神
戸
総
合
体
育
大
会

女
子
団
体

女
子
個
人

ベ
ス
ト
８

ベ
ス
ト
８

県
大
会
出
場

【吹
奏
楽
部
】

二
月
　
第
四
十
回
兵
庫
県

ア
ン
サ
ン
、フ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

フ
ル
ー
ト
三
重
奏
　
　
　
　
銀
　
賞

七
月
　
第
六
十
回
兵
庫
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

神
戸
地
区
大
会

中
Ａ
部
門
　
　
　
　
　
　
　
金
　
賞

神
戸
市
代
表

第
六
十
回
兵
庫
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

兵
庫
県
大
会

中
Ａ
部
門
　
　
　
　
　
　
　
銀
　
賞

【放
送
部
】

七
月
　
第
三
十
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
中
学
校

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
兵
庫
県
大
会

朗
読
部
門
　
　
　
　
　
　
　
入
　
選

【美
術
部
】

五
月
　
ィ
ン
フ
オ
ラ
ー
タ
２
０
１
３

マ
リ
ン
ピ
ア
神
戸
花
絵
原
画
コ
ン
ク
ー
ル

入
　
選

【陸
上
競
技
】

五
月
　
第
五
十
五
回
神
戸
市
民
体
育
大
会

中
学
生
男
子
二
〇
〇
ｍ
　
　
　
第

一
位

第
六
十
七
回
兵
庫
県
民
体
育
大
会

男
子
中
学
四
〇
〇
ｍ
　
　
　
　
第

一
位

第
六
十
六
回
兵
庫
県
都
市
区
対
抗

陸
上
競
技
大
会

男
子
中
学
四
〇
〇
ｍ
　
　
　
　
第

一
位

七
月
　
神
戸
市
総
合
体
育
大
会

男
子
共
通
四
〇
〇
ｍ
　
　
　
　
第

一
位

男
子
共
通
二
〇
〇
ｍ
　
　
　
　
第
三
位

八
月
　
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

男
子
共
通
四
〇
〇
ｍ
　
　
　
　
第

一
位

近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会

男
子
共
通
四
〇
〇
ｍ
　
　
　
　
第

一
位

全
国
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会第

五
位

男
子
共
通
四
〇
〇

ｍ
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■

平
成
二
十
四
年
度
同
窓
会
総
会

平
成

二
十
四
年
度
同
窓
会
総
会
は
、
十
月

二
十
七
日

（
土
）
、
舞
子
ビ
ラ
あ
じ
さ

い
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。
総
会
は
、
議
事
に
先
立
ち
、

今
年
も
母
校
吹
奏
楽
部

の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演

奏
で
始
ま

っ
た
。
演
奏
は
、
吹
奏
楽
部
員
総
勢

七
十
八
名
の
中
、
十
月
二
十
日
の
母
校
文
化
発

表
会
で
の
演
奏
を
終
え
部
活
動
か
ら
引
退
し
た

三
年
生
部
員
二
十
六
名
を
除
く
二
年
生
二
十
九

名
、　
一
年
生
二
十
三
名
合
わ
せ
て
五
十
二
名
の

部
員
に
よ
り
、
「ト
ゥ
ル
ー
ス
」
「０
３
〓
ｏ
Ｌ

「
コ

パ
カ
バ
ー
ナ
」
の
三
曲
と
ア
ン
コ
ー
ル

一
曲
が

力
強
く
演
奏
さ
れ
、
開
会
に
花
を
添
え
て
く
れ

た
。引

き
続
き
、
四
十
二
回
生
松
岡
裕
美
さ
ん
の

司
会
の
も
と
総
会
議
事
に
入

っ
た
。
議
事
は
、

物
故
者

へ
の
黙
祷
後
、
漬
田
豊
機
会
長
の
開
会

挨
拶
が
あ
り
、
次
い
で
ご
来
賓
、
母
校
よ
り
阪

田
俊
晃
校
長
、
齋
藤
公
春
教
頭
、
高
田
総

一
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
、
吉
田
恭
子
　
山
本
知
美
　
上
床
佐

智
子
Ｐ
Ｔ
Ａ
各
副
会
長
、
天
野
宏
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
の
七
名
と
、
こ
の
日
卒
業
五
十
周
年
記
念
同

期
会
を
開

い
た
十
三
回
生
の
恩
師
杉
田
哲
、
保

科
栄
子
各
先
生
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。
続

い
て

阪
田
校
長
、
高
田
会
長
か
ら
来
賓
の
ご
挨
拶
を

戴
き
、
次

い
で
漬
田
会
長
か
ら

一
年
間
の
同
窓

会
活
動
報
告

の
後
、
神
部
元
成
財
務
委
員
長
、

酒
井
康
夫
監
事
か
ら
会
計
報
告
及
び
会
計
監
査

報
告
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
異
議
な
く
了
承
後
、

最
後
に
漬
田
会
長
か
ら
阪
田
校
長
に
母
校

へ
の

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
予
定
の
議
事
を
滞
り
な

く
終
了
し
た
。

午
後
の
会
食
パ
ー
テ
イ
は
、
会
場
を
六
甲
の

間
に
移
し
、
二
十
二
回
生
青
木
宏
真
氏
の
司
会

で
始
め
ら
れ
た
。
パ
ー
テ
イ
は
二
十
二
回
生
中

泉
宏
実
行
委
員
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
の
後
、　
一

回
生
竹
中
義
明
前
同
窓
会
長
の
ご
発
声
で
乾
杯

が
行
わ
れ
、
会
食
　
歓
談
に
入

っ
た
。

こ
の
間
、
各
テ
ー
プ
ル
ご
と
、
テ
ー
プ
ル

（回

生
）
を
超
え
て
の
会
話
が
す
す
む
う
ち
、
今
回

初
参
加
の
新
入
会
員
　
六
十
三
回
生
岡
山
知
輝

君
の
紹
介
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
進
呈
が
行
わ
れ
、

次

い
で
天
野
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら
歌
中
校
区
で

実
施
中
の

神́
戸

っ
子
応
援
団
‘
事
業
に
纏
わ

る
ス
ピ
ー
チ
を
戴

い
た
。
そ
の
後
、
実
行
委
員

三
十
二
回
生
鎌
田
耕
吉
君
、
二
十
二
回
生
中
川

敏
代
　
國
方
美
知
子
さ
ん
の
お
世
話
で
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、
会
が
大
い
に
盛
り
上
が
る

中
、
中
締
め
と
し
て
今
回
総
会
実
施
の
労
を
担
っ

た
十
二
二
一十
二
豊
一十
二
回
生
七
名
の
実
行
委

員
の
紹
介
と
挨
拶
が
あ
り
、
最
後
に
全
員
で
校

歌
を
斉
唱
し
て
、
二
時
間
半
余
り
の
パ
ー
テ
イ

は
盛
会
裏
に
お
開
き
と
な
っ
た
。

挨拶する渡田会長と司会の松岡さん
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一∵
十
三
回
生
卒
業
五
十
周
年
記
念
同
期
会
報
告

卒
業
五
十
周
年
を
お
祝

い
し
て
頂
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
十
三
回
生

一
同

舞
子
ビ
ラ
六
甲
の
間
に
て
、
恩
師
の
杉
田
先
生

保
科
先
生
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

秋
晴
れ
の
下
、
両
先
生
と
同
期
生
五
十
四
名

は
明
石
架
橋
を
バ
ッ
ク
に
し
て
記
念
写
真
に
納

ま
り
ま
し
た
。
み
ん
な
が
元
気
に
再
会
で
き
ま
し

た
こ
と
が
何
よ
り
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。
お

変
わ
り
な

い
先
生
と
の
楽
し
い
ひ
と
時
、
こ
の

一
瞬
の
出
会

い
で
六
十
六
歳
の
私
た
ち
が
あ

っ

と

い
う
間
に
中
学
生
の
こ
ろ
の
私
た
ち
に
戻
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
二
次
会
も
舞
子
ビ
ラ

内
で
予
定
を

一
時
間
も
延
長
し
て
名
残
惜
し
い

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

十
三
回
生
は

い
つ
ま
で
も
み
ん
な
で
こ
の
同

期
会
を
大
切
に
し
た
い
と
の
思

い
と
、
そ
し
て

親
し
み
を
込
め
て

「
と
み
の
会
」
と
名
付
け
て

今
日
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
都
度
お
互
い

の
元
気
を
確
認
し
あ

い
な
が
ら
歳
を
重
ね
て
参

り
ま
し
た
こ
と
が
喜
び
で
も
あ
り
、
幸
せ
な
こ

と
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
な
ん
と
か

続
け
ら
れ
た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

こ

の
た
び

は

同
窓

会

本

部
の
ご
支
援
を
頂
戴
致
し
ま

し
た
こ
と
、
遅
れ
ば
せ
な
が

ら
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。歌

敷
山
中
学
校
同
窓
会

の

ま
す
ま
す

の
ご
発
展
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
て
お
り

ま
す
。

13回生卒業 50周 年記念同期会 (と みの会)2012年 10月 27日	 於 :舞子ビラ
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〓

第
六
十
五
回
母
校
体
育
会
参
加
報
告

二
〇

一
二
年
の
体
育
会
は
、
九
月
二
十
二
日

（土
）
、
晴
天
の
下
母
校
第

一
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
今
回
初
め
て
プ

ロ
グ

ラ
ム
に
織
り
込
ま
れ
た
吹
奏
楽
部
に
よ
る

「
マ
ー

チ
ン
グ
」
な
ど
全
二
十

一
の
演
技
が
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
い
つ
ぱ
い
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
同
窓
会
は
今
年
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
来
賓

職
員
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
午
前
の
部
の

「
み
ん

な
で
踊
ろ
う
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
」
と
午
後
の
部

の

「
玉
入
れ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
で
は
全
生
徒
の
輪
に
入

っ
て
グ
ラ
ウ
ン

ド
い
っ
ぱ
い
に

″
マ
イ
ム
　
マ
イ
ム
ク
を
踊
り
、

玉
入
れ
で
は

一
〇
〇
名
余
の
地
域
の
こ
ど
も
た

ち
も

一
緒
に
な

っ
て
紅
白
に
分
か
れ
て
競
技
に

興
じ
ま
し
た
。

な
お
、
玉
入
れ
に
参
加
し
た
こ
ど
も
た
ち
に

は
、
今
回
も
同
窓
会
が
用
意
し
た
文
具
グ
ッ
ズ

の

「参
加
賞
」
を
配
り
喜
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

〓

第
六
十
五
回
母
校
文
化
発
表
会

―
作
品
展

―

（参
加
報
告
）

二
〇

一
二
年
の
文
化
発
表
会
は
、
十
月
二
十

日

（土
）、
母
校

一
号
館

（舞
台
の
部
）
と
五
号

館

（展
示
の
部
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち

同
窓
会
は
、
今
回
も
展
示
の
部
の

「
Ｐ
Ｔ
Ａ

同
窓
会
作
品
展
」
に
出
品
し
ま
し
た
。
恒
例
に

よ
り
今
回
出
展
頂
い
た
我
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

そ
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
（敬
称
略
、
氏
名
後

ろ
の
○
は
回
生
、
（　
）
は
作
品
名
で
す
。）

菫
ユ　
滋
夫
④

（油
彩

「武
藤
山
治
邸
」
「
ヨ
ー

デ
ル
の
森
に
て
し
、
花
田
春
洋
⑪

（
ア
ク
リ
ル

「０
，ヽ
Ｓ

，
①
」、
ｏ
２
Ｓ
唆
　̈
一
一占
じ
、
菫
ユ
　
唐
二
会
υ

（バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ

「
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ

（カ
ッ

プ
ル
▼

メ
ジ
ロ
の
イ
ナ
バ
ウ
ワ
ー
」、
「
ト
ウ
ネ

ン

（あ
〜
疲
れ
た
と
）、藤
村
洋
子
⑥

（刺
繍

「薔

薇
」
「
つ
る
バ
ラ
し
、
林
佐
名
哉
⑦

（刺
繍

「
日

傘

（赤
と

「
日
傘

（自
こ
）、
岸
波
千
恵
⑥

（グ

ラ
ス
ア
ー
ト

「
ク
リ
ス
マ
ス
」
「
お
正
月
」、
ド

ラ
イ
＆
ブ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

「
秋
も
よ

う
」）、
漬
田
豊
機
①

（特
別
展
示

「蘇
州
刺
繍
し

の
皆
さ
ん
で
す
。

な
お
、
当
日
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
り
恒
例
の

一
号

館
調
理
教
室
に
お
い
て
模
擬
喫
茶

「
カ
フ
ェ
う

た
し
き
」
が
開
設
さ
れ
、
同
窓
会
か
ら
も
京
都

の
遊
菓
子
詰
め

一
〇
〇
袋
を
差
入
れ
て
皆
さ
ん

に
愉
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

ユ
・
平
成
二
十
五
年
度
母
校
・Ｐ
Ｔ
Ａ
・同
窓
会

三
者
懇
談
会
（開
催
報
告
）

本
年
度
の
三
者
懇
談
会
が
、
六
月
六
日

（木
）

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
垂
水
本
通
り
の

多
喫
茶

ブ
ラ
ジ
ル
″
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
懇
談

会
は
二
十
数
年
前
に
竹
中
前
同
窓
会
長
の
発
案

に
よ
り
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
同
窓
会
が
主
催

し
、
母
校
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
同
窓
会
間
の
親
睦
と
意

思
疎
通
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
こ

の
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
母
校
か
ら
は
阪
田
校
長
、
前
田
教

頭
、
柳
瀬
教
諭

（教
務
担
当
）
、
田
中
教
諭

（三

学
年
主
任
）
の
四
名
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
は
高
田
会
長
、

岡
本
、
廣
瀬
、
都
各
副
会
長
の
四
名
、
同
窓
会

か
ら
は
漬
田
会
長
、
青
木
副
会
長
、
伊
藤
、
藤

本
各
理
事
の
四
名
、
計
十
二
名
が
出
席
し
ま
し

た
。
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懇
談
会
は
、
漬

田
会
長
の
開
会
挨

拶

で
始
ま
り
、
出

席
者
自
己
紹
介

の

後
、
母
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

同
窓
会
そ
れ
ぞ
れ

が
、
近
況
　
活
動

報
告
を
行

い
ま
し

た
。
母
校
か
ら
は

一
年
生

の
野
外
活

動

（六
甲
山
）
、
三
年
生
の
修
学
旅
行

（南
九
州
）

が
成
功
裡
に
無
事
終
了
し
た
こ
と
、
ま
た
二
年

生
の

ク
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
″
が
六
月
三
日

に
始
ま
り
、
あ
る
事
業
所
で
は
校
歌
の
リ
ク
エ

ス
ト
が
あ
る
な
ど
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
も
と
進
行
し
て
い
る
こ
と
等
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
は
役
員
の
改
選
、
運

営
委
員
会
開
催
状
況
等
、
活
動
の
現
況
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
同
窓
会
か
ら
は
配
付
資

料
に
基
づ

い
て
、
同
窓
会
組
織
の
概
要
、
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催
等
の
活
動
実
績
、
今
年

度
総
会
準
備
状
況
、
各
種
学
校
行
事

へ
の
参
加
、

母
校
部
活
動

へ
の
支
援
　
奨
励
等
の
活
動
状
況

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
の
後
半
は
高
田
会
長
の
乾
杯
の
ご
発

声
で
小
宴

へ
と
移
り
、
食
事
を
共
に
し
な
が
ら

和
や
か
に
意
見
交
換
を
行

い
、
最
後
に
阪
田
校

長
か
ら
締
め
の
ご
挨
拶
を
頂
い
て
、
盛
会
裏

の

う
ち
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

÷

歌
中
ふ
れ
あ
い
懇
話
会

二
〇

一
三
年
六
月
二
十
五
日

（火
）
午
後
に

第

一
回
の
ふ
れ
あ

い
懇
話
会
が
母
校
に
て
開
催

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
家
庭
、
地
域
、
母
校
が
連

携
し
て
、
生
徒
の
生
活
を
見
守
り
、
生
徒
の
健

全
育
成
と
母
校
の
発
展
　
活
性
化
を
目
的
と
し

て
、
関
係
者

（母
校
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
保
護
者

霞
が
丘
小
学
校
職
員
、
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
東
舞
子
小

学
校
職
員
、
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
民
生
児
童
委
員
、
母

校
評
議
員
、
同
窓
会
代
表
、
等
約
三
十
人
）
か

ら
な
る
連
絡
会
議
で
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
活
動
状

況
報
告
、
意
見
交
換
、
勉
強
会
、
等
が
行
わ
れ

て
い
る
。

ふ
れ
あ

い
懇
話
会

の
活
動

の

一
環
と
し
て
、

ふ
れ
あ

い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
十
二
月
に

母
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
。

÷

歌
敷
山
中
学
校
評
議
員
会

二
〇

一
三
年
六
月
二
十
五
日

（火
）
午
後
、

第

一
回
学
校
評
議
員
会
が
母
校
校
長
室
に
て
開

催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
母
校
校
長
が
主
催
し
、

母
校
の
教
育
目
標
、
取
り
組
教
方
、
学
校
運
営

等
に
関
し
て
、
評
議
員
よ
り
参
考
意
見
等
を
聞

く
も
の
で
、
元
大
学
教
授
、
青
少
協
役
員
、
同

窓
会
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
等
七
名
の
委
員
か
ら

な
る
。

÷

第
六
十
四
回
　
同
窓
会
入
会
式

六
十
四
回
生
同
窓
会
入
会
式
が
、
事
業
証
書

授
与
式
の
前
日
三
月
十

一
日

（月
）
に
母
校
講

堂
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
三
月
に
母
校
を
巣
立
ち
、
新
た
に
同
窓
会

メ
ン
バ
ー
に
加
わ
る
の
は
六
十
四
回
生
二
〇
二

名
で
す
。
若
々
し
い
メ
ン
バ
ー
が
増
え
る
の
は

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

同
窓
会
本
部
か
ら
は
漬
田

（会
長
　
十

一
回

生
）
、
原
田

（監
事
　
一二
回
生
）
、
伊
藤

（理
事

六
回
生
）
、
角
南

（評
議
員
　
エハ
回
生
）
、
林

（評

議
員
　
七
回
生
）
、
藪

（事
務
局
長
　
八
回
生
）
、



歌敷山中学校同窓会会報(10)

西
峙

（名
簿
委
員
会
委
員
長
　
十
三
回
生
）
、
藤

本

（広
報
委
員
会
委
員
長
　
十
七
回
生
）
、
中

泉

（評
議
員
　
一
一十
二
回
生
）
、
青
木

（評
議
員

二
十
二
回
生
）
の
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
は
伊
藤
理
事
の
司
会
の
も
と
に
進
め
ら
れ
、

開
式
の
こ
と
ば
の
後
、
同
窓
会
側
の
出
席
者
が

一
人
ず

つ
紹
介
さ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
新
入
会
生
と

挨
拶
を
交
わ
し
ま
し
た
。
続

い
て
、
母
校
阪
田

俊
晃
校
長
か
ら

「
歌
敷
山
中
学
校
卒
業
生
と
し

て
の
誇
り
を
持

っ
て
行
動
す
る
よ
う
に
」
と
の

は
な
む
け
の
ご
挨
拶
を
頂
き
、
ま
た
濱
田
同
窓

会
会
長
か
ら
は

「
同
窓
会

へ
の
入
会
を
歓
迎
す

る
」
と
と
も
に
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
に
適
応

し
て
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
旨

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
六
十
四
回
生
代
表
か
ら

４
入

会
の
こ
と
ば
″
が
力
強
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
ク
ラ
ス
の
幹
事

（男
女

一
名
ず

つ

計
十
名
）
と
代
表
幹
事

（四
名
）
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
代
表
幹
事
に
は
同
窓
会
の
評
議
員
と

し
て
、
今
後
同
窓
会
活
動
に
加
わ

っ
て
も
ら
う

こ
と
と
な
り
ま
す
。

最
後
に
、
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
て
入
会
式

は
終
了
し
ま
し
た
。
新
し
い
環
境

の
中
で
の
、

彼
ら
の

一
層
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

÷

第
六
十
四
回
　
卒
業
式

二
〇

一
三
年
三
月
十

二
日

（火
）
十
時
よ
り

母
校
講
堂
に
て
、
六
十
四
回
生

の
卒
業
証
書
授

与
式
が
行
わ
れ
、
二
〇
二
人
が
卒
業
し
て
い
き

ま
し
た
。
同
窓
会
か
ら
は
六
人
が
出
席
し
ま
し

た
．以

下
の
祝
電
を
打
電
し
ま
し
た
。

第
六
十
四
回
卒
業
生
の
皆
様

春
の
日
差
し
が
眩
し
い
今
日
の
佳
き
日
に

希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
　
栄
え
あ
る
我
ら
が

母
校
　
歌
敷
山
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
る
こ
と
を

心
よ
り
お
喜
び
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様

一
人
ひ
と
り
が
豊
富
な
知
識
と
正
し
い

智
恵
を
持

っ
た
大
人
に
成
長
し
、
世
界
中
い
た

る
と
こ
ろ
で
活
躍
す
る
日
が
来
る
こ
と
を
願

つ

て
い
ま
す
。

そ
し
て
皆
様
の
健
康
と
安
全
と
平
安
を
お
祈

り
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
二
日

歌
敷
山
中
学
校
同
窓
会
　
〈
ム
長
　
漬
田
　
豊
機

÷

第
六
十
七
回
　
入
学
式

二
〇

一
三
年
四
月
九
日

（火
）
十
四
時
よ
り

母
校
講
堂
に
て
、
六
十
七
回
生
の
入
学
式
が
行

わ
れ
た
。
二
四
人
人
が
入
学
し
て
き
ま
し
た
。

同
窓
会
か
ら
は
六
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
以
下

の
祝
詞
を
贈
り
ま
し
た
。

第
六
十
七
回
新
入
生
の
皆
様

桜
花
咲
き
誇
る
春
の
佳
き
日
に
栄
え
あ
る
我

ら
が
母
校
歌
敷
山
中
学
校
に
入
学
さ
れ
た
こ
と

を
心
よ
り
お
喜
び
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
三
年
間
、
健
康
を
守
り
、
勉
学
に
励
教
、

青
雲
の
志
を
立
て
、
友
情
と
良

い
人
間
関
係
を

培

い
、
楽
し
く
充
実
し
た
学
校
生
活
を
過
ご
さ

れ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
四
月
九
日

歌
敷
山
中
学
校
同
窓
会
　
会
長
　
漬
田
　
豊
機
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第
三
回
同
窓
会
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
は
、
「母

校
さ
く
ら
の
学
校
開
放
」
の
日
程
に
合
わ
せ
、
平

成
二
十
五
年
二
月
三
十

一
日

（日
）
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
の
春
は
例
年
に
な
く
温
暖
で
桜
の

開
花
も
早
く
、
当
日
は
母
校
構
内
四
十
二
本
の
ソ

メ
イ
ョ
シ
ノ
が
見
事
に
花
を
咲
か
せ
、
来
校
者
の

目
を
愉
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

当
日
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
に
は
、
卒
業
生

の
み
な
ら
ず
、
在
校
生
及
び
保
護
者
、
教
職
員
、

近
隣
住
民
の
皆
さ
ん
な
ど
、
多
数
参
加
し
て
頂
き

ま
し
た
。
以
下
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
概
要
を
報

告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

①
　
喫
茶
　
団
乗
、
資
料
展
示

一
号
館
図
書
室
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
お
世
話
で
ミ
ニ

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
来
室
者
に
お
茶
と
お
菓

子
を
サ
ー
ビ
ス
し
、
休
憩
　
団
槃
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
ま
た
、
卒
業
記
念
ア
ル
バ
ム
、
卒
業
記
念

文
集
な
ど
を
展
示
し
て
閲
覧
し
て
頂
き
ま
し
た
。

②
　
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

一
号
館

二
階
図
書
室

で
実
施
し
ま
し
た
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
東
石
委

員

（十
七
回
生
）
の
司

会
で
進
め
ら
れ
、
藤
本

実
行
委
員
長

（十
七
回

生
）
の
開
会
挨
拶
の
後
、

漬
田
同
窓
会
長

（十

一
回
生
）、
齋
藤
教
頭
先
生

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
近
況
な
ど
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
次
い
で
中
泉
委
員

（
二
十
二
回
生
）
、
岡
山

委
員

全
ハ
十
三
回
生
）
の
進
行
で

「
ク
イ
ズ
大
会
」

が
行
わ
れ
、
正
解
者
に
は
豪
華
？
な
景
品
が
与

え
ら
れ
る
な
ど
、
大

い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

続

い
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
歌
中

今
昔
物
語
」
全
一十

一
回

生
制
作
）
が
上
映
さ
れ
、

往
時
を
懐
か
し
ん
で
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
こ
の

間
、
「折
り
紙
教
室
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

希
望
者
に
阿
部
委
員

（十
七
回
生
）
の
指
導
で
作

品
制
作
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

③
　
母
校
吹
奏
楽
部
演
奏

恒
例
と
な
っ
て
い
る
母
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

『
さ
く
ら
コ
ン
サ
ー
ト
』

が
、　
百
万
館
三
階
体
育

館
で
行
わ
れ
、
私
た
ち

同
窓
生
も
保
護
者
や
地

域

の
方

々
と

一
緒
に
鑑

賞
し
ま
し
た
。
行
進
曲

テ
ー
マ
曲
の
演
奏
や
マ

吹春楽部演奏さくらコンサート(2013)

リ
ン
バ
独
奏
、
楽
器
と
メ
ン
バ
ー
の
紹
介
、
「
指

揮
者
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
の
実
演
な
ど
、
多
彩
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
部
員
た
ち
の
力
強
い
演
奏
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。

同
窓
会
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
は
今
年
で
三
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
回
数
が
浅
く
、
現
実
に
は
毎
回
試
行

錯
誤
を
重
ね
て
い
る
状
態
で
す
。
今
回
は
新
し
い

試
み
と
し
て
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
に

「
折
り
紙
教
室
」

と

「
ク
イ
ズ
大
会
」
の
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
取
り

入
れ
て
み
ま
し
た
が
、
今
後
、
さ
ら
に
魅
力
の
あ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
所
存
で

す
。同

窓
生
の
皆
さ
ま
に
は
ご
意
見
、
ご
希
望
な
ど

お
寄
せ
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

楽しく講習、「折り紙教室」楽しく進行、「クイズ大会」
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平成25年度第6回理事・評護委員会(参加者数人数確認・入金確認割

,尾 21日 (」D

歌致山中学校体育大会

9月 28日 (D
実行委員会 は 認
‐
10月 6E(日〉於り宇子ビラ

平成25年度同窓会総会

…

今後φ活動予定

o会長棲拶

●同安全押約

●母絞・同紫会のなみ

●卒業牛数

●蛇 4年度役員

●職 5毎疲 稚 E

●23年度決算報告

o同窓会会幸Rヽ 18

0"

●ARCttτ S

●母毅ホームベージ

3月 3日 ω

取 畑 …
裁 購

13/0“0	 平成25年度母校・PTA・ 同窓会三者懇談会 ―開催報告―■■

13′0730	 第3日 歌敷山中学校同窓会ホームカミングデイ ー開催報告―

‐
13′06Ю8	64回生同窒全範 ベージを追加しました。

2009年 5月 に立ち上げた同窓会 HPがこのたび後輩 (51回生)によつてりニューアルされました。

センスのよいHPが立ち上がつていますので、ぜllご覧下さい。∪RLは

Lttp://WWw	geocities.,p/utachudou/index	html

です。トップページ|ま Contents、 Schedu	e、 Top	cs、 	nformaJon	 代表的な画像 で構成されて

いますが、その前半部分を示しておきます。メールアドレスを記載していますので、ご意見等頂け

ると幸いです。
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「舞子布団太鼓復活ばなし」

ドンデ ン ドン、	 ドンデ ン ドン、

ドンデ ンツクツク ドンデ ン ドン

…… 。勇壮な太鼓の響 きが今年の

夏祭 りに彩 りを添えました。舞子

に布団太鼓が復活 して 15年 目をむ

かえました。 まさに40年 ぶ りに

帰ってきた太鼓屋台は、何 と100

年前、明治 39年に建造されたもの

で した。松本なにが し作です。40

年間も消えていた舞子の大鼓屋台の復活過程をお話 しいたします。

明石岩屋神社宮司、稲垣光男氏から平成 10年 9月 に譲 り受けました。

光易氏は舞子六神社官司、故稲垣正雄氏の実弟です。初めて見る屋台

は見すぼらしく青いシー トにくるまれ今にもこわれそうな代物でした.担 ぎ棒はなく大鼓 も大穴が

写真は、左から
阪田	勝次⑪	富士	健二〇
宮本	貞光⑩	大塚	繁雄⑩
(塩崎	喜弘⑬)

あき皮は破れていました。これを修理 し復活できるか迷いま

したがとにか く10年の秋の大祭には本体のみを境内に設置

し披露することにしたのです。そして賛助金をつの り復活運

動を始めました。西舞子町

内に支援呼びかけの看板を

立て全町 くまなく賛助金集

めに回りました。反響は大

きく多 くの支援金を賜わっ

たのです。この資金をてこに大大鼓を修理 し、担 ぎ棒を中八木か

ら買い入れ、屋台 らしい形を作っていきました。当初は地元消防

団の方々の協力を得て、クレーンを使いながら屋台を移動させていました。御技露目から3年後の

平成 13年 8月 に本格的な屋台倉庫が旧消防団詰所を改築 して出来上がったのです。これまでに必要

だった経費360万円は、全て西舞子の皆様からの温かく貴

重な賛助金で賄いました。本当に有難く、感謝しておりま

す。幕や提灯、横布団は岩屋神

社 より頂いたものを今日まで大

切に使っています。

完全復活 してからも、屋根の

形をそらしたリイルミネーショ

ンの装飾を施 したり台車を新調

したりと整えてきました。また、

当初 20数名だった担 ぎ手 も40数名に増え担 ぎ上げることができるよう

になりました。大鼓のたたき手は、小学生から始めた内の5名が高校生

になり力強さを増 しています。

秋の大祭には布団太鼓を先頭に、約 300メ ー トルにも及ぶ行列へ と参

加者も増えてにぎやかな祭 りへと発展 してきました。復活 15年 、今後と

も舞子のシンボル、′亡、のlllり 所 としての布団太鼓を末長 く保ち町の活性

化に寄与 したいと願っています。



(141 歌敷山中学校同窓会会報

姫路市で障害福祉サービス事業所「さをり

工房ゆう」の代表をしています。大学を卒業

して教師になり、障がいのある人たちと出会

いました。13年 間養護学校 (特 別支援学校
'教員生活の中で、知的障がいを持つ生徒たち

が織 る「さをり織Jの 素晴 らしさに感●l」 1彼

女たちのアー トな感性 を生か した働 く場 をつ

くりたいと、1996年 にさをり織だけの福祉作

業所「さをり上房ゆうJを 開所 しました。

マ ンションの 1室 か らの出発です.5人
の利用者メンバーにスタ ソフ2名、	メン

バーさんの織 ったさを り織 をポーチやカ

バ ンに仕立てるのはお母 さんボランテ ィ

アの仕事です。出来 Lがったさをり織の手芸品は、福

祉バザーや作品展で販売 し、その収益がメンバーさん

たちの工賃になります。私 も毎 日夜遅 くまで縫い物を

していたことを思い出します。

H18年 に障害者自立支援法が施行され小規模作業,Ir

制度が終わ り、さをり工房ゆうは「特定非営利活動法

人創作工房ゆう」を立ち上げ、H21年 に障害福祉サー

ビス事業所「きをり工房ゆうJへ移行 しました。

織物もそれぞれの思いの溢れた素敵な

織物です。

障がいのある人たちの感性の素晴ら

しさを発信したい。「障がい者の作った

ものだからJで はなく「素敵だから手

に入れたいJと 買っていただけるよう

な一般のクラフト市場で通用する作品

をつ くり、利用メンバーさんたちの創

作の喜びがそのまま (仕事)に つながつては しいと願って活動 し

ています.

気づいたら還暦を迎えていました。まだまだ生涯現役でいたい

です。

見学大歓迎 |1	1lE路 にお越 しの時は、ぜひぜひお立ち寄 りく

ださいね。

さをり織を楽しむ会―「ゆうの会J発足
小規模作業所「さをり工房ゆうJ開所
ギャラリー併設の作業所「ギャラリーゆうJ開所
創作	表現活動を支える会「あ―とパレット」発足	事務局となる
CaFeとクラフトShopのある作業所「手織屋ゆう」開所

「特定非営利活動法人創作工房ゆう」設立
3つの作業所を統合して障がい福祉サービス事務所「さをり工房ゆう」へ移行
Shop&手 織体験工房「さをりstud	oゆ う」開所

福祉作業illrを 開所 してから 18年、今では、姫路市役所近 くの「ギャラリーゆうJ	書写日の近 くの「手

さをりstud	oゆ う
兵厚県姫路市二暗町 79
レウルーラ姫蕗二暗町ビル2F
TEL‐ FAX	079-240-6853

HP	httO■ lsaoI―yOu	cOml

E― mal	kllboOsao「 ―yOu	com

t品の展示販売あります。「さをリエ房ゆうJで検索

鯨
一

1995年 9月
4996年 8月
2002年 4月
2002年 6月
2007年 4月
2008年 9月
2009年 1月
2013年 5月

TEL‐ FAメ 079295-0518

ギャラリーゆう
兵庫県1臣 路市J:・・ 宮の町109-2
TE[IFAx	179-223-7320

織屋ゆうJJ臣路駅前の二階IT商 店街に「さをり studiOゆ う」と

いう3つ のア トリエで、利用メンバー 26名 、スタ ソフ 11名 が毎

日さをり織のl・ l作 とその手芸品の販売、さをり織 句体験教室活動

に取 り組んでいます。 6mの たて糸なら、速いメンバーさんは 1

週間、ゆっくりのメンバーさんは 1年かけて織 りあげます。どの
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=同
窓生近況報告	(平成25年9月 7日現在)

1 第 10代校長 坂本		 繁
勝手ながら欠席 させて頂 きます。 日々を何 となく生きているという

無気力な生活を続けています。ご盛会を祈 ります。

2 第 13代校長 安東		 保

老妻	 老大 (ま だ頑張っています。22年 目をむかえています)の
介護で忙 しい毎日です。高校 (神戸第一高)で週 2日 仕事をしてい

ます。歌敷山中では大変お世話になりました。感謝致 してお ります。

歌敷山中学校ならびに同窓会の益々のご発展を′亡、よりお祈 り致 して

お ります。

3 第 15代校長 井上	 光利
公的勤務から離れ、現在は細々と地域のボランティアに参加 してお

ります。同窓会並びに歌中の発展を心から願つています。

4 第 16代校長 角		 孝雄

同窓会のご案内をいただき、歌中在任中の生徒達、その生徒を見守

るさくら、時計、石碑、メダカ……を懐か しく思い出しています。

ご盛会をお祈 りいた します。

5 第 17代校長 岡本壽美雄

長田区にある、神戸市立片山児童館嘱託館長として4年 目を送って

います。こどもたちの元気を浴びて、私もおおいに元気にやってい

ます。総会のご盛会、同窓生のみなさんのご健康	 ご多幸を祈願い

たします。

6 元教頭 藤 本 明宏

西区の神出中学校で、この4月 から勤務 しています。校区にはのど

かな田園が広がっています。神戸にもこういうところがあるのかと

感動 します。歌敷山中学校のような文武両道に励む名門を目指 して

尽力 したいと思っています。在勤中は同窓会の皆 さまに大変お世話

になりました。あ りがとうございました。

7 前教頭 斎藤	 公誉
在任中は本当にお世話になりました。同窓会の発展のために、これ

からもご尽力下さい。

8 恩	 宮市 杉田		 哲

わが年齢の20歳台のすべての 10年間を歌敷山中です ごしました。

2階の教室からの海の眺めがすばらしい。「先生 1来たで 14時 間

目が終わる直前に関西汽船が通過 します。あの情景が蘇 ります。そ

して、陸上競技での ドラマが今蘇 ります。それぞれ一人一人の語 り

がそこにあります。

9 前PTA会 長 天野		 宏
中し訳あ り

会をお祈 り

ません。当日は剣道の審判で西脇市に出かけます。

します。

ご盛

10 1回生 	A組 川 上 豊 公

今年は、残念ながら欠席 します。	1回生の参加が殆ど無 く、llkし い

限 りです。来年は傘寿に当たりますので、	1回生の皆様のご出席を

期待 します。会の益々の発展を1

11 1回生 	G組 高見	 友康 健康維持のため、水泳に励んでいます。

12 1回生 	H組 三宅 陽子 ご案内ありがとうございました。ご盛会をお祈りします。

13 1回生 	I組 小坂	 允雄 ご盛会を祈 ります。

14 1回生 	K組 竹中	 義明
来年は傘寿を迎えます。年相応に元気で過ごしてお ります。母校

同窓会のご発展を祈願いたします。

15 1回生 	K組 本下	 トミ

いつも同窓会の仕事をして下さり、心 より感謝 しています。今年は

暑 さのせいか体調が悪 くて、出席出来ず失礼致 します。来年は∞

歳になります。それまでに体調を整えて (出 席出来ますよう)がん

ばりたいと思います。

16 3回生 	A組 鹿島	 朝弘

関学大バスケットボール部OB会の世話 と、腰痛	 膝痛を押 してゴ

ルフをし、又いろいろな仲間とのお酒を楽 しんでいる日々です。皆

様によろしく。

17 3回生 	A組 永井 昭夫 毎 日元気に、ウォーキング	 テニスに精を出しています。

18 3回生 	A組 島田	 国夫 盛会を祈 ります 1

19 3回生 	A組 田中三沙子 介護老人保健施設に入所中です。連絡等は次男宅へお願い します。

20 3回生 	B組 半卜川		 昇 総会翌 日の7日 がピロリ菌検査なので欠席 します。
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21 3回生 	B組 吉岡昭一郎

役員の皆々様お世話になりあ りが とうございます。 3回生の 77歳
は、天国に召 される方が増えてきましたが、天国からの参加を期待
したいものです。

22 3回生 	c組 林		 照夫

ボーエン (早期皮膚ガン)

しました。健康であるこ

楽 しみにしていましたが、

を得ず欠席 します。

手術ため、生まれて初めての入院生活を

とのあ りがたみをつ くづ くと感 じました。

妻の体調が良 くないので、この度はやむ

23 3回生 	E組 有井	 正綱
遠い過去で、思い出も真に消え去っていく今日この頃、健康のみ気
がかりな日々を気遣って生きております。

24 3回生 	E組 大西		 志 この6月 で会社を退任 しました。10月 は海外旅行に行きます。

25 3回生 	E組 渡辺	 貞範
一人暮 らしで苦労は していますが、年相応に元気にしてお ります。
ベ トナムとの縁は続いてお り、10月 にまた行 くことになります。

26 3回生 	E組 藤井	 豊子

ご案内ありがとうございます。残念ながら、当日は夫の法事のため

欠席させて頂 きます。ご準備頂きました幹事の皆様方に感謝致 しま

すと共に、会の益々の発展を心 より祈念申し上げます。

27 3回生 	F組 岩田	 仲一 喜寿となり、後はカウントダウンの始まり。

28 3回生 	F組 米満		 弘 お世話役、ご苦労様です。

29 3回生 	H組 岡橋	 啓二

お世話役の原田さん他、いつも大変ご苦労様です。今回も出席出来
ませんが皆様によろしく。元気に暮 らしてお ります。 4月 4日 にH
組同窓会を開き10名 の出席があ りました。年に 1回集 まる事にし
ています。

30 3回生 	H組 細田	 渥子
ご案内ありがとうございます。今年の夏の暑さにバテ気味ですが、
何とか頑張っております。ご盛会、心からお祈 り申し上げます。

31 3回生 	I組 谷口	 稔郎

今年の暑さは異常ですが、皆様は如何お過ごしですか。私事腰痛で

困っています。良 くなり次第出席させていただきますので、今年は

悪 しからず。

32 3回生 	J組 深谷	 淑子

残暑お見舞い申し上げます。今年は殊の外厳 しい暑 さにどうしよう
もなく困ってお ります。皆様にお世話になりあ りがとうございます。
お医者 と仲良 く、面倒みていただきながらの毎 日です。

33 3回生 	K組 出河原利子 ご連絡ありがとうございます。御盛会でありますように。

34 3回生 	K組 吉川恵美子

いつもお世話下 さり有 り難うございます。当日は自治会の役員会 と

重なり欠席 します。今の所、コーラスと俳句を趣味に何 とか過ごし
ています。皆々様のご健康を心からお祈 りして居 ります。

35 3回生	L組 中村	 義正

今年は聴けませんが、吹奏楽部の演奏はスバラシイです。 3年未満
でこんなに楽器がこなせるのは、若さの実証。自分 もあの頃は何で

もマスターできたのだろうなと、中学時代の有 り難 さを感謝 しまし
た。

36 3回生	L組 原田		 盈

高校時代の友人との喜寿の祝いも、

す。今後は3年後の傘寿 (80歳 )

りです。

今年 6月 に終えはっとしていま

会を目指 して頑張って行 くつ も

37 3回生	L組 北川きよ子 雨の後は、草 との格闘です。

38 3回生 	M組 加藤	 住子 今回は出席できませんでしたが、元気に過ごしています。

39 4回生 	B組 山上	 俊夫
シエア	 コーラスに参加して2年、スローライフを楽しんで過ごし
ております。

40 4回生 	B組 亘		 弘子

おかげ様で元気です。春に右目の自内障手術をし、10月 に左 目を
します。明るくなりましたので、嬉しく日々過ごしております。ホー
ムヘルパーも続けてます。楽しい集まりを祈念致します。
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41 4回生 	C組 日本	 紘義

私は健康が第一 と考えています。そのために趣味を沢山持つことが

大事かと思っています。私は趣味でハーモニカと水墨画を習ってい

ます。すごく健康です。これからも続けて行 こうと思っています。

また私たちの同窓会を開き、先生始め学友とお会いしたいと思って

います。

42 4回生 	D組 岡上		 稔 すこぶる健康です。

43 4回生 	F組 中澤	 禎子

今年の 2月 に後期高齢者の仲間入 りをしました。良 くないことは

解っているのですが、何をするにも億劫になっています。せめて健

康だけは自分で守るべ く、毎 日1万歩を目標にウォーキングに励ん

でいます。役員の皆様、本当にご苦労様です。ありがとう。

44 6回生 	A組 片山		 齊
事務局の皆様お世話様です。勝手なが ら所用のため欠席致 します。

元気にやって居 ります。

45 6回生 	A組 豊 	 庸夫

姫路市自然観察の森で、ウシガエルの捕獲に励んでいます。日本の

自然を回復する為のボランテイア活動です。昔、霞ケ丘の池で魚釣

りやカエル捕 りをして遊んだことが懐か しいです。

46 6回生 	A組 尾崎	 茂子
ますます厳しさが増す夏の盛りに、同窓会の準備をなさるのは大変

だろうなと,C、 配しております。どうか盛会となりますように。

47 6回生 	A組 外山小名江
今年の暑 さは格別ですネ。加齢も応え、体調をくず してしまいまし

た。また元気になり、皆様とのお目もじを楽 しみに。

48 6回生 	B組 関		 治之
今年の暑さには参 りました。皆様も充分体に気をつけてお過ごしく

ださい。

49 6回生 	B組 馬外	 重満 趣味に、ボランティアにと忙 しく、楽 しい毎 日を送ってお ります。

50 6回生 	B組 小方		 薫

昨年の4月 から主人が入退院を繰り返し、今年6月 に亡くなり

た。初盆も無事に終えましたが、日まぐるし,ンにしさでした。
へとへとです。

し

は

ま

今

51 6回生 	E組 丘澤	 佳半己
｀
残 り、を数える日々…

52 6回生 	E組 児新	 善夫
親の介護を10年間、何 とか済まし終えて2年になります。家人共々

元気に過ごしてお ります。

53 6回生 	E組 森本	 富夫
夫、富夫は昨年の9月 29日 、享年 72歳で永眠致 しました。級友の

方々に宜 しくお伝えくださいませ。(森本千鶴子)

54 6回生 	E組 春田多美子
いつもお世話になり、ありがとうございます。今回は欠席させてい

ただきます。皆様によろしく。

55 6回生 	E組 伊達	 愛子
お知らせありがとうございました。元気で居ります。老老介護の日々

で、残念乍ら欠席させていただきます。

56 6回生 	G組 錦田	 健滋
病院通いで薬のお世話になりながら、週に5日 ほど万博公園でデジ

カメを楽 しんでいます。

57 6回生 	G組 宮崎	 正巳

平成 25年 4月 、 3年 G組の有志 9名 (男 7名 女 2名 )が 6年ぶ り

に明石でミニクラス会を催 しました。この日に合わせて東京在住の

I君が帰省。桜咲 く明石公園を散策の後、「魚の棚Jで美味 しい魚

料理に舌鼓を打ちました。ご多分にもれず、病気	 病院	 介護の体

験発表会と相なりました。(S30年卒第6回生)

58 7回生 	D組 人見		 進 月に 10日 、お寺に勤めています。

59 7回生 	D組 田路	 サ ヨ 2月 19日 ごII去。

60 7回生 	D組 林	 佐名哉

ニュース等で戦争について語られることが多いですが、私はLFE
C(民間外交推進協会)に加入しています。平和を維持する国民の

一人として、正しい歴史と近年の歴史を、しっかり勉強したいと思つ

ています。

61 7回生 	E組 福地	 幹雄 そこそこ元気に過ごしています。盛会を祈願致しております。
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62 7回生 	E組 山崎	 喜弘 人生を楽 しんでお ります。

63 7回生 	F組 岡見	 紀夫

ご連絡ありがとうございました。当日はあいにく所用のため欠席さ
せて頂きます。現在はマスターズ水泳に参加して、毎日元気に泳い

でいます。

64 8回生 	C組 御前	 勝己

以前から気になってお りました同窓会、一度は出席 して雰囲気を感

じ取 りたいと思っていました。今回、初めて参力1し ます。自分は8
回生ですが、仕事は現役です。元気だけが取 り得、楽 しく職務に励

んでお ります。

65 8回生 	C組 山村己な子

同窓会のお世話をされている皆様に感謝 してお ります。久 しぶ りに

l‐ 会に出席することが出来て嬉 しく思っています。日頃は少 しでも

社会や地域へお返 しが出来るようにボランティア (更生保護)に携
わってお ります。72歳 ｀

元気でい きい きヾを実践中です。皆 々様
のご健勝とご多幸をお祈 り申し上げます。

66 8回生 	D組 鈴木	 雅雄
リハビリで自転車にはまっています。ロー ド	 ミニベロの2車種を

交互に乗 り、一 日30キ ロほどチンタラと走っています。

67 8同生 	G組 曽谷	 全博
昨年の退職後は、今まで出来なかった妻との旅行	 ドライブ、趣味
の雑用、他に友人とのゴルフと充実した毎日を過ごしています。

68 8回生 	G組 野田俊太郎

同期会の皆 さま、お元気でお過ごしで しようか ?昨年の 12月 、 2
回目のホノルルマラツンを仕事仲間と走 り完走 しました。今年 11

月の神戸マラツン、抽選に当た りました。完走を目指 して頑張 りま

す。身内が亡 くなったり、友達が亡 くなったりlTNし い気持ちのこの

頃です。皆様のご健康 と総会のご盛況を祈願 しています。

69 8回生 	G	lll 福田		 正

ご案内ありがとうございました。残念ですが、同日は既に予約が入っ
ており欠席します。相変わらずボランティア活動でフルスケジュー

ルの毎日です。今年は兵庫県功労賞 (環境)受賞の栄を賜り、昨年
の両IItt下 ご臨席の中での内閣総理大臣賞受賞と併せて、責任の重さ
をいっそう感じています。日常の小学校 3年生「環境体験学習J、

中高生の「命の教育」普及活動とウイークデイも忙しくしています。

70 8回生 	H組 目藤		 清
8回生有志で毎年2回 ゴルフコンペを開催して、旧交を温めており
ます。

71 8回生 	I組 梅田	 昭男
同期会発足約 30数年	13年前 1分 クーデターさわぎ後	 現在 8回
生は同期会は無会	 さびしい方々のお便 りがよく来ます。

72 8回生 	I組 弘子早川

実母が亡 くなり、今は姑 と主人の二人の介護に専念 してお ります。

姑 も100歳 を迎えることになります。何とか頑張ってはしいもので

す。同窓会の発展を祈ってお ります。

73 9	FD」 生 	A組 高場		 修
ご案内有り難うございます。お陰様で元気に暮らしております。ご

盛会を祈っております。

74 9回生 	B組 沼舘	 廣彦 そろそろ仕事をリタイアしようと思っています。

75 9回生 	B組 野間	 典子

昨年末、定年退職いたしました。元気でお ります。今年から時間が

十分にあるので、孫の運動会を見に 10月 に九州まで行 く約束をし
て居 ります。今回の同窓会には出席できませんが、皆様にまた、お

会いしたいです。

76 9回生 	C組 山本	 耕二
「今年こそ出席をJの意気込みで したが、持病 (腰痛)か らくる歩

行不自由が完治せず残念です。現在は簡易式歩行器を使ってリハビ

リ中です。

77 9回生 	C組 遠藤	 瑛子
まだ仕事があり、あちこちに行っています。先生方の指導助言です。

御盛会をお祈 り致 します。

78 9回生 	D組 津田美智子

今年 5月 に左前大脳動脈瘤の手術をしました。主人	 息子	 娘達家

族	 兄妹	 先生	 看護婦さん等た くさんの方にお世話になり、お陰

様で(何 とか)元気に生活出来るようになりました。感謝 しています。
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79 9回生 	E組 浜野	 元一 腰痛です。頭 と′しヽは健康です。

80 9回生 	E組 横江	 基佑 垂水区に住所が変わ りました。昔の学区に戻ってきました。

81 9回生 	F組 中尾 隆三
夫婦揃って健康で元気な方が うらやましい年代になってきました。

盛会、祈 ります。

82 9回生 	G組 山本	 重信
67歳 まで働 き、H25年 3月 20日 神戸市シルバーカレッジ健康福

祉コース卒業 (17期 )。 現在、神戸市老眼大学へ行っている。

83 9回生 	G組 畠山	 範子
今年 3月 末 70歳 で保育者養成校の教員を退 き、引 き続 き幼稚園の

現場で幼児と保護者に関わつています。東京在住 45年です。

84 10回生	A組 小林典志美
年毎に厳しさを感じる気象条件ですが、多くの子どもたちの笑顔か

ら元気をもらって頑張れることに幸せを感じています。

85 10回 生	C組 吉田	 昭二
ウォーキングや家庭莱園をしたりして、元気で過ごしています。会

員の皆様 もお元気であ りますように。

86 10回 生	D組 士
口 彰

狭心症を患い、 4月 と6月 にカテーテルによる手術を行いました。

今では普段通 りの生活に戻 り、保険事務のアルバイ トを続けてお り

ます。皆様 も健康にはくれぐれも注意 してください。

87 10回 生	F組 藤原	 敏弘
メダカを飼っています。約千匹が孵化しました、欲しい人に差し上
|ずます。

88 10回 生 	I組 山本やすゑ 元気にしています。

89 11回 生	A組 植田	 寿子

いつもお世話になっております。身体が干し上がる猛暑です。大気
が不安定で、あちらこちらで土砂災害発生。みなさん、この夏を乗
り越えてください。

90 回 生 B組 守

都合が合わず、今回は欠席させて頂 きます。元気に過ごしています。

次回を楽 しみにしています。実行委員会および関係者の皆様に感謝

申し上げるとともに、盛会を祈念 しています。

91 回生 B組 早 川 洋樹 盛会を願つています。

92 回生 C組 網屋	 和子 お世話になり、ありがとうございます。

93 回生 D組 小中	 清史
健康のため、毎 日ウォーキングをしています。10月 6日 はウオー

キングの大会に参加するため、総会には出席できません。

94 11 回生 D組 酒井	 康夫
総会には出席させていただき、会計監査の報告をさせていただきま

す。

95 11 回生 D組 柏木	 悦子

お世話になります。この夏の暑さに負けず(少 しはまいったかなァ)

元気にお稽古等に頑張ってお りますが、身体の痛いところも増えて

きました。皆様 も身体に気をつけてください。

96 11 回生 D組 北川千代子
まだまだ元気に動 きまわっています。いつ も用事が重なって行けま

せん。残念です。また、機会があれば出席 させていただきます。

97 11 回生 D組 山本寿美子

いつも同窓会のお世話をいただきあ りがとうございます。足腰の文

夫なうちに海外旅行をと思い、カナダヘの旅行の日程を入れてお り

ますので、残念なが ら欠席させていただきます。

98 11 回生 F組 宮崎	 純子 当日は予定があ りまして、残念乍ら参加できません。

99 11 回生 F組 鈴木茉由美

門扉沿いの花壇に、四季折々の花をいっぱいいっぱい咲かせて楽 し

んでいます。パンジー ビオラの季節を過ぎ、今はコリウス ペチユ

ニアが満開でカラフルです。夫も水や りを手伝ってくれて、とても

助かっています。ツクツクボウシが鳴かなくなる頃、次の苗を考え

ましようか しら ?´亡、がなごみます。

100 11 回生 H組 今岡	 勝美
元気で過ごしています。70歳 になった年に、卓球部メンバーが集

合する予定をしています。
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101 11 回生 H組 小松	 徳文
元気に過ごしています。いつも気をかけていただき、ありがとうご

ざいます。

102 11回 生	H組 鈴木	 利昭 貸 し農国で野菜づ くりをしています。

103 11回 生	H組 中井	峯生 元気です。

104 11回 生	H組 浜岡	 純子 返事が遅 くなりました。当日所用の為、欠席致 します。

105 11回 生 	I組 渡田	 豊機

AFS留 学先の高校卒業 50周年記念同窓会に出席するため、8月
初めに約 1週間、米国カリフォルニヤ州を旅行 しました。金	 土の

2日 間にわたる盛大な同窓会を楽 しく過ごしました。同級生たちに

も大歓迎されました。

106 11回生 	I組 藤井	 英明
父の 23回忌法要のため、欠席 させて頂 きます。現在、

務を続けています。

週 3日 の勤

107 12回 生	D組 実本	 定子 元気に過ごしてお ります。

108 13回 生 	1組 谷村	 清己 所用が重なり、欠席させていただきます。ご盛会、祈願 してお ります。

109 13回 生 	1組 寺岡	 芳明 2013年 5月 24日 、沖淳一氏が永l民 されました。(剣道部)

110 13回 生 	1組 松本	 末子 毎 日暑い日が続いています。皆様、お体を大切になさって くださ。

111 13回 生 	1組 三木	 慶子 いつもお世話していただきありがとうございます。

112 13回 生	2組 永富	 重之 元気にしています。皆様に宜 しくお伝えください。

113 13回 生	2組 原		 温子
残念ですが欠席致 します。ご盛会をお祈 り致 します。次回は行ける

かしら ?

114 13回 生	3組 坂口	 邦彦

退職 して2年。長い仕事人生から解放 され、あれこれと好 きなこと

に没頭、ボランティアもやっています。会報を通 じて皆様 とご縁が

続けばと思つています。

115 13回生	3組 遠藤	 牧子
健康管理に気をつけ、
「泳げなかった」のが

最近は近くのスポーツジムに通っています。
「泳ぐ楽しみ」にかわってきました。

116 13回生	3組 竹内	 信子
猛暑が続いて居 ります。

年も参加できませんが、

いつも総会案内ありがとうございます。
盛会になることを祈っています。

本

117 13回 生	3組 高田	 孝子

今年 5月 で退職 (25年余 り)し ました。ボケないよう、趣味等に

頑張っていきます。ご案内ありがとうございます。イベント参加で、

欠席 させていただきます。

118 13回 生	4組 谷口	 和美 元気でお ります。ボランティアに走 り回つてお ります。

119 13回 生	4組 三輪富士子
昨年 7月 よ

忙です。

り、3時間半のパー トで働いています。その他色々と多

120 13回生	4組 田中	 睦代 お世話を有 り難 うございます。元気で過ごしています。

121 13回生	5組 野崎	 美明 電鉄主催ハイキングに参加 してエンジョイしています。

122 13回 生	5組 緒方小夜子 いつ もお世話様です。

123 13回 生	5組 遠藤	 光子

いつもお世話頂き有り難うございます。車椅子ダンスに関わらせて
もらっているのですが、イベントの日です。また次の総会を楽しみ
にしています。皆様どうぞお元気でお過ごしくださいませ。

124 13回 生	5組 山本	 洋子 次回の同期会を楽 しみにしてお ります。

125 13回生	6組 豊ネ冨テルミ

お暑い中をお世話頂きまして有り難うございます。残念ですが6日
は予定が入っていまして、欠席させていただきます。皆々様に宜し
くお伝えください。10月 27日 にあじさいホールで音楽祭がありま
す。6日 はその練習日で、どうしても抜けられません。

126 13回生	6組 津堅	 久子

今年の猛暑にはまいっています。母の施設入所 も決まり、少 しほっ

としています。年を重ねての願いは、自分の足で行動できることで

す。今の健康状態が続 きますよう念 じている日々です。
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127 13回 生	6組 芦野	 郁子

スポーツに励んで くれることを願つています。

で雇彊
「
:

ています。次の機会に出席させていただきます。

いつもお世話さまです。

フラ?亨管t雰フふ彙[Tキユデゴ写ふ蔦:ξ麿誓ゞ31鬼 :警ギ:

128 13回生	6組 丹谷万里子

129 13回生	7組 島田	 和子

130 13回 生	7組 木下	 美子

131 13回 生	7組 岸田	 照子

132 13回生	8組 長谷川俊夫

133 13回生	8組 北野	 順子 祠 害雪修そT軍襲tf鍋鯛 繁駐 Ⅷ 論

お世話様です。毎 日元気に暮らしています。

遅 くなって申し訳あ りません。今回も出席できません。よろしくお

人並みです ?実行委員殿のご尽力、頭が下が ります。

134 13回生	8組 富本久美子

135 13回 生	8組 佐子	 道子

136 13同生	9組 小島		 久

137 13回 生	9組 鈴木	 正人

138 13回生	9組 西崎		 毅 :::点|『:言骨][:ξ∫ξlijまま拶』虜fli:]lli[
ています。

昨年は45年ぶりに参加させていただき楽しかつたです。またの機

会に出席させていただこうと思つています。

いつもお世話して頂きありがとうございます。

今回は都合が悪く、残念ですが行けなくなりま

にしています。

お礼申し上げます。

した。次回を楽 しみ

お世話、ありがとうございます。10月 6日 には別に用事があり、

欠席させていただきます。

5泊 6日 の旅行や小さな旅を楽しんでいます。西宮市の宮水学園歴

史コースを受講中です。ご盛会をお祈 り申し上げます。					_

139 13回生	9組 次田	 友子

140 13回 生	9組 上運天君子

141 13回 生	10組 神足	 達也

142 13回生	10組 浜野	 吉市

143 13回生	10組 今井	 英子
仕事 も退職 して、気ままな毎 日を過ごしている、と云 うか ?だ らけ

た生活をしています。

ぼ季駅奪半省12尻念じま事を手F撃亀悪お株劣尋響言晃賃言檀吾

してお ります。同窓会総会のご盛会をお祈 りいたします。
144 13回生	10組 谷敷貴美子

145 13回生	10組 藤田 和代

とみの会の幹事の皆々様、いつもお世話をして頂 きあ りがとうござ

暮慕墓ka続憾言聖墓方「遍:塁裸E:軍寿!募界ξ劣資足彊き菅
てお ります。皆様に宜 しくお伝えください。

いつも有 り難うございます。来年の同期会には参加させて頂 きたい

と思っています。

九州で暮 らして20年 になります。早 く神戸に帰 りたいと思つてい

ます。お世話頂 き有 り難うございます。

146 13回 生	10組 三崎	 節子

147 13回生	10組 中和田和美

148 14回 生 	1組 友成	 節夫



つ
ι

つ
ろ 歌敷山中学校同窓会会報

149 14回 生	2組 梶本	 和男
幹事の皆さまのご努力に感謝します。6年前に定年退職し、今第2

の職場と、趣味のウクレレに励んでいます。

150 14回生	2組 山崎		 力

出席 しなくて申し訳御座居ません。家庭菜園、貸農園での指導、ま

た姫路市の市蝶のジャコウアゲハの繁殖、金魚 (ラ ンチュウ)の飼

育等々、真っ黒になりながら、日々田舎のオジイサンをやっています。

151 14回生	4組 野田	 正則 現在66歳です。「体力の低下」と「年金生活の貧乏さ」を痛感中です。

152 14回生	5組 筆谷	 高明

もうしばらく現役 (会社勤め)を続けます。中国	 インド	 インド

ネシア	シンガポール	タイなどに行っています。メタボの診断で、

舞子の山田川の周辺を朝 5時 ごろ30分 間歩いています。 1年以上

続けています。

153 14回 生	5組 今日	 達子

早いもので、65歳 を過ぎ高齢者の仲間入 りをしましたが、今も働

く所 (次男の嫁の店、洋服	雑貨	 カフェ)イ さヽい店ですが 一 、

働く場所があるのはありがたいです。 1日 でも長 く行けることを

願っています。

154 14回 生	5組 佐藤	 茂子 義母と実家の母、両方の介護で大忙 しです。ご盛会を祈 ります。

155 14回生	5組 日上	 礼子
久 しぶ りの歌中は、50年前の昔と比べて別の学校のようでもあり、

懐かしくもあ りでした。

156 14回生	6組 乾		 欣也

58歳で早期退職 し、年金生活中です。決 して楽 しい老後ではあ り

ませんが、IIF張 っています。クラスの世話人 ?真期 さんからも誘い

の TELを いただき有 り難う。

157 14回 生	6組 真期	 澄夫

中学時代も含めた悪ガキの頃の罪滅はし?の ため、お年寄 りや障害

者の方への福祉活動や保護司活動等で、お陰様で結構忙 しい日々を

送っています。同期の皆様との再会を楽 しみにしています。

158 14回生	6組 松本	 武司
身体のあちこちにガタを感じる事が多くなった昨今、第一線で仕事

を続けていますが、後何年頑張れるか―	 。

159 14回生	6組 吉田多見男
老体にムチ打 ち、勤務 を続けてお ります。18歳か ら神戸を離れ、

そろそろ神戸に帰 りたいとも思つてお ります。

160 14回生	6組 河野	 和子
主任児童委員	 保護司等々、ボランティア活動で日々走り回つてい

ます。

161 14回 生	7組 花田	 順子

同窓会役員の方、お世話様です。卒業 して半世紀、恐ろしく時が過

ぎたものです。そんな実感等無いまま、ピラテイス	 フラメンコ

クラシックパ レエ	 旅行	 観劇	 孫 etc… … 充実 した日々を楽 しく

過ごしています。当日皆様にお会い出来る事、楽 しみです。どうぞ

よろしくお願いします。

162 141ユ |■			8糸圧 大冨	 啓子
楽 しみにしています。10年前に出席 した時と比べて、ずいぶんと

生活環境が変わりましたが、元気に暮 らしています。

163 14回 生	9組 藪下	 智代

会社役員、経理、現役で仕事頑張ってお ります。誠に勝手を中しま

すが、10月 6日 は旅行中のため、欠席 させていただきます。宜 し

くお願い申し上げます。

164 14回 7L	10組 山岡	 恭子

京都で暮らして 50数年になります。この秋に2人 目の孫が生まれ、

娘より手伝いの要請がありました。たぶんヘ トヘ トになる事 と覚悟

しています。姑 も95歳 で一緒に生活をして老老介護の身で、自由

な自分にはまだ程遠いなあと感 じる今 日この頃です。

165 14回生	10組 中村	F■i子

東京新橋で小料理店「飛鳥 (ア スカ)」 を開いて 12年 になります。

東京へお越 しの折は「歌中出身」と一声掛けて是非お立ち寄 り下さ

い。	TEL	03‐ 3459‐6156

166 14回 生	lo組 横山志津子

夫婦二人暮 らしに戻 り、それぞれに楽 しんでいます。私は 12年前

から原付に乗ることを覚えて行動範囲も広が り、エ ンジョイしてい

ます。
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167 14回 生	10組 仲		 悦子

実行委員の方々ご苦労様です。早いもので卒業 して 50年、信 じら

れないですね。この年になると気持ちは若いつ もりでも、体力がつ

いてきません。自分の体は自分で管理 していかないとダメなので、

私は週 2～ 3回の筋 トレと週 1回 のソフ トバ レーボールで、何歳ま

で続けられるのか挑戦 しています。頑張 ります。

168 14回 生	11組 山内	 博美
最近重機オペでバイトをしています。時間がある時はゲー トボール

をしています。

169 14回生	12組 山本	 敏幸

毎日の庭園芸、週 1日 のあいな里山耕作ボランテイア、たまのゴル

フで芝刈 りも、と地味な生活を送っています。シンガポール旅行 と

重なり、欠席 させて頂 きます。

170 14回生	13組 赤松	 雅人 一般社会法人鉄道電業安全協会に勤務しています。

171 14回 生	14組 辻井	 秀雄
退職 (64歳 シエア雇用 も含め)し ましたが、資格 を活かす仕事に

再就職 しました。

172 14回 生	14組 野村	 邦子
14回 生同期会、欠席 します。石原さん、お電話ありがとうござい

ました。お身体お大事にしてください。

173 15回 生	5組 王中	 光雄 昨年脳梗塞をわず らい、左半身マとの状態で、現在リハビリ中です。

174 15回 生	5組 中村	 光政 申し訳あ りませんが、当日は所用があ り欠席させていただきます。

175 15回 生	7組 坂巻	 俊夫 元気にやつています。

176 15回 生	7組 平沼加代子

今夏は本当に暑い暑い夏で したが、元気にしてお ります。来年は、

卒業 50周年記念同期会です。来年出席致 します。40周年の会では

100人 以上の方の出席でとても楽 しい時を過ごしました。今からと

ても楽 しみです。私たち、65歳 になるんですねぇ。健康が一番で

すね。総会実行委員の皆様いつもお世話をして下さり、本当にあ り

がとうございます。よろしくお願い致 します。

177 15回 生	lo組 中村	 俊純 熱中症寸前です。

178 15回 生	lo組 米倉		 進

今年 2月 23日 (土 )に 三宮で、恩師木村緩子先生を囲み卒業 49年 1

を記念 して久 しぶ りのクラス会を行いました。参加者は先生を含め

15名 で した。

179 15回 生	10組 川端	 君子 いつもお世話になってお ります。

180 15回 生	12組 橋本千賀子
日頃、皆 さまには大変お世話になりあ りがとうございます。毎 日き

びしい暑 さが続いています。お体を大切にして下さい。

181 15回 生	13組 長谷川信賢
先 日、勤務先に友が来店 して くれました。50年 ぶ り話すことは山

ほどあ り、再会を約 して		 。

182 15回 生	15組 黒田		 治 いつもお世話になります。どうぞよろしくお願い致します。

183 15回 生	15組 矢島寿太郎 東京に転居 しました。

184 15回 生	16組 岩日	 憲二
昭和 39年卒業の男子クラスメートと、毎年年末に会食をして 日交
を温めています。約 10名 いつも集まりますが、いいものですネ。

185 17回 生	2組 岡田	 邦夫 毎日2時間かけて、大阪南港まで仕事に行ってます。

186 17回 生	3組 藤本	 純子

母校の「桜の学校開放」に合わせ、会長の音頭で始まった「ホーム

カミングデーJ。 今年で3回 目の開催となりました。先生方をはじめ、

皆様のご協力のお陰様 と感謝 してお ります。回生を越えて、みなさ

んアイデアを出し合いなが らのHCDで す。来年のご参加をお待ち

してお ります。

187 17回 生	5組 岩野	 恭子

いつもお世話になりましてあ りがとうございます。還暦を機に英会

話教室に通い始めて4年 日、学生気分に戻っています。機会が出来

たら、	1カ 月のホームステイが夢です。
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188 17回生	7組 伊藤		 博

今年 6月 をもってサラリーマン生活を卒業、五木寛之流にいう「林

住期」を′亡、ゆくまで充実 して自分のために生 きることを考えていま

す。最近は、毎朝 2時間半約 14kmの ウォーキングとバー ドウォッ

チング、週 1回 の友人	 知人とのゴルフが 日課となっています。

189 17回生	7組 富士 健二 「布団太鼓復活ばなしJを 掲載しています。一読ください。(会報誌)

190 17回生	12組 池亀	 治樹 60歳 を過ぎてからマラソンにツ

`戦

しています。

191 17回生	12組 泉	 光多郎 同窓会には行けませんが、元気に働いてお ります。

192 17回 生	13組 土井	 良平
歌敷山の自宅を遠 く離れ、福岡にて勤務 してお ります。同窓会のご

盛会を祈念申し上げます。

193 21回生	8組 笠間	 士郎 第一稀元素化学工業株式会社常勤監査役をしています。

194 22回生	2組 赤松	 恵子 平成 21年 10月 30日 恵子死去致 しました。(夫	 赤松真)

195 22回生	3組 町		 光子 残念ながら、仕事のため参加できません。皆様にヨロシク 1

196 22回生	5組 中泉		 宏

昨年末に父を見送 り、実家も処分 しました。私自身も腰 と膝の痛み

|こ 脳まされ、月―でステロイ ドやヒアルロン酸を注入 してお ります。

気持ちだけは若いつ もりですが、身体がついていけません。15歳
の頃がなつかしい。

197 23回生	3組 森井	 秀文
妻と死別、′自子 と弟と母 と4人暮 らし。

を焼 く毎日です。

反抗期 (中 2)の 息子に手

198 29回生	4組 得原	 幸夫 滋賀に住み、京都で働いています。

199 29回生	6組 福田		 淳 滋賀に単身赴任中です。

200 29回生	7組 平岡	 愛子 星陵高校で英語の教師をしています。

201 29回生	7組 藤田	 朱実
最近は子供の手 も離れ、ちょくちょく関西に出没 しています。次回
の同窓会総会には、出席出来るといいなあと思います。

202 29回生	7組 河内奈緒美

村山奈緒美としてシャンソンを歌ってお ります。師である「風かお

るJの シャンソン教室の講師をいた してお ります。ホームページも
ございますので、宜 しくお願いいたします。

203 32回生 	7組 山本	 浩之

皆さん、お元気ですか。私は初めての単身赴任で静岡に来ています。

世界遺産の富士山あ り大平洋の海あ りで、食べ物 もとてもおい しい

です。

204 35回生	8組 自石	 瑠美 中学生の娘2人 と夫 (団体職員)と の4人家族です。

205 35回生	11組 津川	 貴子
結婚 23年 目、長男 舵 歳 (大学生)次男 20歳 (大学生)三男 7歳 (小

学生)がいます。

206 35回生	11組 松村 順 子
実行委員、お世話様でございます。申し訳ございませんが欠席 させ

て頂 きます。宜 しくお願い申し上げます。

207 55回生	2組 川 回 智希 結婚 して住所が変わ りました。

208 56回生 	1組 葛尾	 奈帆 今年の春に転居 しました。結婚 2年 目に入 り、日々充実 しています。

209 63回生	3組 片岡	 真歩 健康です～
|

210 64回生	2組 池本	 和輝 学校や部活で、忙 しくも楽 しく毎日を過ごしています。

211 64回生	5組 春田	 晃明
8月 10日 から11日 、広島県呉市に「大和Jと いう戦艦を見に行っ
た。場所は大和ミュージアムで、10分の1の模型を見てすごかった。

※言卜報の連絡を頂きました方に、事務局よりご冥福をお祈り申し上げます。
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頭

（事
務
局
副
委
員
長
）

前
田
　
隆
彦

容

δ
七
仝

七
〇
七
―
人
杢
（四

（母
鳥
じ

。
相
談
役

母
校
校
長阪

田
　
俊
晃

前
会
長

竹
中
　
義
明

（１
回
生
）

前
名
簿
委
員
長

吉
岡
昭

一
郎

（３
回
生
）

評
議
員１

回
生
　
竹
中
　
義
明
　
　
木
下
　
ト
ミ

２
回
生
　
岡
本
　
正
幸

３
回
生
　
原
田
　
　
盈
　
　

水ヽ
井
　
昭
夫

吉
岡
昭

一
郎
　
　
中
村
　
正
義

４
回
生
　
塩
崎
　
　
武
　
　
長
野
　
　
斉

５
回
生
　
神
部
　
一九
成
　
　
日
置
　
直
美

原
田
　
良
彦

６
回
生
　
伊
藤
　
　
宏
　
　
角
南
冨
美
子

春
田
多
美
子
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７
回
生
　
林
　
佐
名
哉

８
回
生
　
梅
田
　
昭
男

森
　
　
士
日
正

藪
　
　
忠
司

９
回
生
　
大
谷
　
靖
彦

津
田
美
智
子

１０
回
生
　
泉
　
　
一
誠

戎
谷
　
一
機

Ｈ
回
生
　
西
谷
　
智
美

山
下
　
和
代

浜
田
　
豊
機

藤
井
　
英
明

酒
井
　
康
夫

松
下
　
孝
輔

北
川
　
　
守

‐２
回
生
　
一昌
士
　
繁

一

毛
利

　

倫

‐３
回
生
　
西
崎
　
　
毅

‐４
回
生
　
隅
田
　
雅
裕

三
上
　
良
子

東
　
　
重
夫

‐５
回
生
　
堀
江
　
正
明

高
谷
　
道
徳

徳
永
ソ
フ
子

‐６
回
生
　
井
上
　
文
子

‐７
回
生
　
東
石
　
満
夫

阿
部
　
洋
子

‐８
回
生
　
田
中
真
理
子

‐９
回
生
　
浜
田
　
　
論

藤
井
三
恵
子

２０
回
生
　
喜
多
　
昭
二

２‐
回
生
　
改
発
　
秀
彦

宮
崎
　
郁
子

黒
島
　
陸
枝

曽
谷
　
全
博

田
中
　
義
和

音
田
　
　
基

中
島
　
正
人

立
花
　
宏
昭

吉
川
　
　
彰

花
田
　
春
洋

谷
口
　
中
害
一

中
村
　
和
弘

平
田
　
孝
子

磯
野
　
久
代

吉
田
日
出
子

細
川
　
光
孝

山
本
　
義
宏

遠
一脹
　
牧
子

官
永
真
由
美

樋
口
　
英
二

中
村
　
光
政

加
藤
美
恵
子

辰
己
　
順
子

安
藤
隆
太
郎

藤
本
　
純
子

黒
田
　
修

一

稲
葉
　
正
昭

北
森
　
哲
治

清
水
　
圭
子

２２
回
生
　
中
泉
　
　
宏

中
川
　
敏
代

２３
回
生
　
一騰
谷
　
　
積

２４
回
生
　
安
国
　
尚
史

２５
回
生
　
滝
井
美
代
治

小
川
ふ
さ
栄

中
瀬
　
俊
明

２６
回
生
　
佐
伯
　
省

一

２７
回
生
　
長
谷
川
真
理

２８
回
生
　
牧
原
　
典
子

２９
回
生
　
榎
　
　
克
佳

大
野
由
華
利

３０
回
生
　
金
月
　
智
博

３‐
回
生
　
井
本
美
千
代

３２
回
生
　
木
之
下
　
悟

３３
回
生
　
浜
口
ま
ゆ
み

古
賀
　
広
志

３４
回
生
　
上
田
　
貴
久

３５
回
生
　
芝
　
　
聖
代

３６
回
生
　
日
根
野
谷
幸
子

３７
回
生
　
恩
田
　
香
代

３８
回
生
　
横
山
　
秀
男

３９
回
生
　
神
尾
　
雅
之

山
岡
　
純
子

４０
回
生
　
内
田
　
雅
之

４‐
回
生
　
辻
　
　
琴
代

４２
回
生
　
素
野
ゆ
う
子

百
瀬
　
道
春

４３
回
生
　
有
馬
　
聖
子

４
回
生
　
田
村
　
公
伯

大
倉
　
尚
志

４５
回
生
　
田
中
　
一九
樹

４６
回
生
　
正
井
　
迅

一

青
木
　
宏
真

国
方
美
知
子

赤
尾
　
安
彦

野
下
　
明
美

酒
井
　
丈
子

作

和

憲

４７
回
生

４８
回
生
　
西
村
　
　
晃

４９
回
生
　
桂
　
　
翔
生

今
泉
ひ
ろ
み

５０
回
生
　
土
江
　
美
穂

野
津
　
那
月

５‐
回
生
　
中
川
　
知
春

５２
回
生
　
小
渡
　
良
宣

５３
回
生
　
南
原
　
健
司

５４
回
生
　
外
浦
　
瑞
穂

高
濱
　
将
希

５５
回
生
　
北
野
　
貴
寛

５６
回
生
　
一品
嶋
　
仁
人

米
井
　
美
佳

青
木
　
俊
典

５７
回
生
　
原
　
　
　
裕

都
　
　
日日
平

５８
回
生
　
上
山
　
孟
巳

杉
原
　
彬
元

５９
回
生
　
渡
辺
　
彩
乃

都
　
亜
由
美

６０
回
生
　
猪
塚
　
　
一明

秋
間
　
　
梓

６‐
回
生
　
皆
木
雄
太
郎

中
川
紗
也
香

６２
回
生
　
上
田
　
仁
史

首
藤
　
美
紀

６３
回
生
　
渡
辺
沙
也
子

久
保
滉

一
郎

６４
回
生
　
清
水
　
一
哉

須
藤
　
万
結

西
野
　
洋

一

伊
藤
絵
里
香

八
田
原
納
苗

十
倉
　
容
子

林
　
　
和
美

平
本
英
理
子

葛
尾
　
奈
帆

佐
々
木

彩

平
岡
　
麻
理

丸
山
　
有
希

久
保
　
絢
菜

原
田
　
夏
実

中
本
　
博
子

大
倉
　
雅
夢

関
口
　
大
樹

中
尾
　
亮
太

入
江
　
健
志

森
　
　
美
波

上
田
　
優
馬

菅
　
　
良
平

渡
辺
　
」凛
乃

水
谷
　
　
薫

岡
山
　
知
輝

富

水
　
榛
人

浦
田
　
春
菜

村
田
　
康
樹

鎌
田
　
耕
吉

山
本
　
明
弘

稲
岡
　
和
美

加
好
　
士
心
子

田
尻
　
浩
三

宮
本
　
明
子

山
本
　
浩
司

柴
田
　
　
大

都
賀
　
　
明

小
出
絵
里
子

素
野
貴
巳
子

有
馬
　
龍
平

澤
田
　
典
子

近 	 宮 大
藤 	 崎 坪

尚 	 秀 茂
子 	 一 幹
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各
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
　
賛
助
金
、
支
援
金
こ
協
力
の
御
礼

（事
務
局
、
財
務
委
員
会
）

本
年
度
も
総
会
開
催
に
当
た
り
ご
協
力
を
お

願

い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
会
員
の
皆
様

の
賛
同
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
例
年
の
こ
と
な

が
ら
深
く
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
同

窓
会

へ
の
皆
様
の
熱

い
気
持
ち
を
大
切
に
し
、

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

２
　
来
年
度
総
会
予
定
に
つ
い
て

（事
務
局
）

来
年
度

（平
成
二
十
六
年
度
）
総
会
は
、
舞

子
ビ
ラ
に
て
平
成
二
十
六
年
十

一
月
八
日

（土
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
学
年
記
念
総
会
と
併
せ

て
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〔記
念
同
期
会
〕

十
五
回
生

（五
十
周
年
）

二
十
五
回
生

（四
十
周
年
）

三
十
五
回
生

（三
十
周
年
）

３
　
同
期
会
へ
の
助
成
金
に
つ
い
て

同
窓
会
活
動
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
各
学
年
主
催
の

「
同
期
会
」
を
開
催
す

る
時
に
は
、　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
条

件
に
、
同
窓
会
本
部
よ
り

一
万
円
〜
三
万
円
の

助
成
金
が
出
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご

覧
下
さ
い
。

ご
承
知
の
通
り
母
校
で
も
毎
年

「
ト
ラ
イ
や

る
　
ウ
ィ
ー
ク
」
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

次
代
を
担
う
若
者
に
実
社
会

へ
の
体
験
の
場
を

通
じ
、
健
全
な
成
長
と
働
く
こ
と
の
意
義
を
醸

成
す
る
機
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
五

年
度
は
六
月
三
日
〜
七
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た

「体
験
の
場
」
を
同
窓
会
と
し
て
も
支

援
し
て
い
き
た
く
、
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方
、

可
能
性
の
あ
る
方
は
気
軽
に
後
記
の
方

へ
ご
連

絡
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
今
ま
で
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
体
験
の
場

（幼
稚
園
　
保
育
園
　
小
学
校
　
商
店
　
病
院

動
物
病
院
　
旅
行
社
　
他
）

■
連
絡
先

歌
敷
山
中
学
校

「
ト
ラ
イ
や
る
　
ウ
ィ
ー
ク
」

推
進
委
員
会

担
当
…
武
知
先
生
　
柳
瀬
先
生

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
七
人
―
七
〇
七
―
八
八
六
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
七
人
―
七
〇
七
―
八
八
六
五

ト
ラ
イ
や
る

・
ウ
ィ
ー
ク
に
つ
い
て

（御
協
力
お
願
い
）

0賛助金・支援金のお願い0
振込先	郵便振替	1日 2,000円以上

回座記号	番号	00970-6-187019
加入者名	 歌敷山中学校同窓会

お振込いただいた方には会報をお届けします。

●お	 願	い●
同窓生の皆さん:いつもご協力ありがとうございます。

より多くの参加型の会報を、と願っております。情報を
お待ちしております。

〒655-0037
垂水区歌敷山3-1-10
TEL	707-3601
17回生	 藤本	 純子
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